
【北空知支所広域専門（畜産）】

課題番号36

良品質稲ＷＣＳ生産技術の確立と耕畜連携の推進
～肉牛農家のニーズに合う稲ＷＣＳの生産～
～稲ＷＣＳほ場における堆肥の新規活用～

対象：深川市肉牛農家 ７戸 深川市稲ＷＣＳ生産農家２０戸

１ 活動の背景

２ 活動の経過

① R5年から地域で稲ＷＣＳの生産と肉牛農家での利用が始まった。一部水分が高く
品質の低下したものや、刈り遅れ気味になり嗜好性が良くないとの意見があった。
地域の肉牛農家のニーズに合う稲ＷＣＳの生産が求められている。

② 水田ほ場に畜産堆肥を投入して、稲ＷＣＳを生産している農場がある。
地域で畜産堆肥を利用することで低コストな稲WCSの生産につなげる。

① 肉牛農家のニーズに合う稲ＷＣＳの生産

（目標：稲ＷＣＳの品質に満足した肉牛農家戸数４戸→７戸）
○肉牛農家での稲ＷＣＳ利用実態調査（R5,12、R6,2、R6,5）

肉牛農家で稲WCS利用実態調査

・肉牛農家で稲ＷＣＳの利用実態調査と粗飼料分析値の情報提供を関係機関と連携実施

冬に給餌する際に水分が高いものは外側が凍結して給餌出来なかった。
解氷して給餌しようと思ったら、カビが出てしまった。
籾が付くと食べないし、籾も消化できないと思うよ。
できるだけ乾いたもので、水分の均一化したものが良いな。

○稲ＷＣＳ収穫農家への肉牛農家の要望報告と収穫時のポイント提案（R6,4）

報告提案事項
○肉牛農家の要望（籾に実が入る前の柔らかいＷＣＳ、50%前後の水分調製）
○ロールに収穫月日の記載（収穫始めで水分が高い可能性のあるものは年内利用）
○不良発酵防止のため集草作業時には土が混入しないように注意する

60%以下が望ましい 10%程度が望ましい

水分
高め

栄養価低く
繊維が硬い



３ 成果の具体的内容

４ 今後の課題と対応

【作成者 空知農業改良普及センター北空知支所 齋藤太香詞】

○稲ＷＣＳ用稲の生育調査（R6,7,2）

・水稲担当者と連携し生育調査の実施
農業者へ稲ＷＣＳ収穫目安を伝え、
関係機関とも情報を共有

草丈と幼穂の調査から収穫目安を確認

○稲ＷＣＳの収穫時調査（R6,7,23、R6,7,26）

・刈取直後集草し直ぐに梱包→予乾ができない（水分70%程度)
・予乾による水分調製再提案

○低水分良品質稲ＷＣＳの収穫体系確立
・WCS用稲を午前中に収穫し、乾いてきたら午後から梱包する
（水分70%程度→50%程度)

② 稲ＷＣＳほ場における堆肥の新規活用
（目標：０戸→１戸）

・稲ＷＣＳ農家への堆肥利用に向けたアンケート
・堆肥散布試験の実施（収量調査等次年度に調査）

7/23 水分70%程度

① 肉牛農家のニーズに合う稲ＷＣＳの生産

○肉牛農家への稲ＷＣＳ品質満足調査

今年は稲ＷＣＳの凍結がなく、
牛の食い込みも良いよ！

7/26 水分50%程度に予乾

② 稲ＷＣＳほ場における堆肥の新規活用

○稲ＷＣＳ用ほ場での堆肥散布試験の概要まとめ

アンケート調査結果

低コスト稲WCS生産
牛ふん堆肥を
1t/10a換算で散布

牛ふん堆肥散布試験区
（深川市農業センター試験ほ場）

水分68%完熟堆肥散布 成分
（kg/t) N:0.9 P:2.0 K:9.4

牛ふん堆肥の効果確認と稲ＷＣＳ収量増加の課題を係の
水稲担当者に移行し、畜産の課題は終了とする

－：春開封のため今後調査予定

収穫月日の記載

水稲担当者連携

次年度収量調査実施

牛ふん堆肥
来春施用区（予定）

R7.4-5施用
250kg/2.5a

牛ふん堆肥
秋施用区
10月10日
250kg/2.5a

畜産堆肥の情報 人数 情報の内容

ある 1
畜産農家との意見交換

（JA地域資源活用検討会議）

ない 3

堆肥の利用 人数 主な理由・意見

利用したい 4

したくない 0

・肥料費削減　・堆肥盤、散布機が無い
・WCS作付け後の堆肥窒素のお米への
影響が心配

稲ＷＣＳの品質に満足した肉牛農家戸数（○満足：△不満足）

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ｇ

○ ○ ○ ○ ○ － －


